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研究成果の概要 

環境に生息する微生物は、有用な遺伝子資源として長年にわたり、さまざまな分野の発展に貢献

してきた。しかし、多くの有用微生物は難培養性であり、従来の単離・分離技術ではその獲得および応

用は非常に困難である。本研究では、新規かつ独創的な種特異的生細菌識別手法と、難培養微生物の培

養を可能にするシステムの開発に取り組み、難培養微生物叢からの有用微生物の獲得と完全利用を目

指す。 

これまで研究担当者は、環境サンプル中の難培養微生物叢から有用微生物を識別・単離する技術

の開発し、標的細菌種を２０倍濃縮に成功、さらに培養によりその生育も確認された。これらの成果を

踏まえ、4年次には本技術の応用範囲を様々な特殊環境に適用・拡大し、有用細菌の単離を試みた。す

べてのサンプルに対して技術の適用性が確認できなかったが、一部のサンプルからは希少で難培養性

の細菌を単離することに成功し、本技術の実証性、応用性、汎用性が確認された。今後は、処理が困難

であったサンプルについても技術の実証と最適化を進め、その可能性をさらに広げていく。また、技術

のさらなる発展に向けて、自動化の実現や改良手法の開発にも着手している。 

難培養性微生物の培養に向けたシステム開発では、環境サンプルから単離した微生物の遺伝情報

をデータベース化しながら、培養条件予測システムの最適化と応用可能性の検証を進めている。培地予

測システムおよびシミュレーションの開発では、未知機能タンパク質の存在が障壁となっているが、昨

年度までに開発した CPP-PNA 法を活用し、これらのタンパク質の同定と機能解明に向けた新たなアプ

ローチの検討を開始した。現在は小規模ながら、モデル微生物を対象とした本システムの検証を進行中

である。 

以上の成果により、本研究は最終目標に向けて着実に進展しており、これまでに構築した基盤技

術の最適化と環境サンプルへの実用化に向けた検証を引き続き推進していく。 
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